











































品、論文の表題は「  」で示した。                              
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小説「女」について、アメリカ学者 Kimberly Konoは「From the Nikutai to the kokutai：
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1川村湊『満洲国―砂上の楼閣「満洲国」に抱いた野望』   現代書館  二〇一一年 
2川村湊『牛島春子作品集』「日本植民地文学精選集 021」 ゆまに書房 二〇〇一年 解説四頁 
3川村湊『満洲国―砂上の楼閣「満洲国」に抱いた野望』   現代書館二〇一一年  四十一頁 
4川端康成他編『日本小説代表作全集 10』   小山書店  一九四九年 
5昭和戦争文学全集編集委員会編『昭和戦争文学全集 1（戦火満州に挙がる）』集英社 一九六四年 
6飯田祐子他編『文学で考える〈日本〉とは何か』  双文社出版 二〇〇七年 
7川村湊『満洲崩壊―「大東亜戦争」と作家たち』  文藝春秋     一九九七年  三三六頁 
8坂部晶子『「満洲」経験の社会学』   世界思想社  二〇〇八年  四頁 
9坂本正博「牛島春子年譜（第二稿）」『敍説二（三）』二〇〇二年一月   二〇五～二一三頁 




坂本正博「拝泉へのまなざし―旧満洲での牛島春子の作品（下）」『敍説 2』 文学批評（通号二） 二〇〇一年八
月   二一三～二三〇頁 
12多田茂治『満洲·重い鎖―牛島春子の昭和史』弦書房 二〇〇九年 
13川村湊「〈満洲文学〉から戦後文学へ―牛島春子インタビュー」『文学史を読みかえる 5』 インパクト出版会 二
〇〇二年  一〇八～一二五頁 
14田中益三の「牛島春子の戦前・戦後」『朱夏』  （十八） 二〇〇三年六月八十五～一〇一頁 
15第Ⅱ部第一章第一節「牛島春子年譜の修正と補充」の部分で扱う 
16尾崎秀樹「〈満洲国〉における文学の種々相」『近代文学の傷痕』岩波書店  一九九一年二六一頁   
17川村湊『異郷の昭和文学―「満州」と近代日本』岩波書店  一九九〇年 
18大川育子「牛島春子『祝といふ男』論」『昭和文学史における「満州」の問題第一』 
19原武哲「〈満州〉時代の牛島春子」『近代日本と偽満州国』日本社会文学会  二〇一四年 三五九頁   
20黒川創『〈外地〉の日本語文学選』新宿書房  一九九六年  二三七頁  
21尹東燦の「牛島春子『祝といふ男』論」『「満洲」文学の研究』明石書店  二〇一〇年 一九八頁  
22崔佳琪 「牛島春子『祝といふ男』の基礎考察―転載の経過から主人公造型論に及ぶ―」『現代社会文化研究』    
二〇一一年十二月   十九～三十七頁 
23川村湊『満洲崩壊―「大東亜文学」と作家たち』文藝春秋  一九九七年    
24二〇一三年四十五号『日米女性ジャーナル』    六十九頁 
25田中益三の「牛島春子の戦前・戦後」『朱夏』（十八） 二〇〇三年六月八十五～一〇一頁   
26一九四一年五月二十三日   野田宛の書簡による。「こちらでは九文（九州文学） 同人の足利竜平さんと時々お
会ひしてをります。写眞屋さんなので子供と写眞とってもらったりしてすっかりい ゝ 友達です。 足利さんが、
私の作品と私とがあんまり似つかはしくないので、「男装心理」があるのだらうと指摘されました。」 







第Ｉ部  日本女性と「満洲」 
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1田中益三『長く黄色い道―満洲·女性·戦後』せらび書房  二〇〇六年 
2加藤陽子『それでも、日本人は「戦争」を選んだ』   朝日出版社  二〇〇九年 
3岩見照代「「満州」開拓の光と影―砕かれたユートピア」『女たちの戦争責任』東京堂出版 二〇〇四
年  八十九～一〇一頁を参照  
4北田幸恵「女性解放への夢と陥穽」 『女たちの戦争責任』東京堂出版   二〇〇四年  一三六～一五
二頁を参照 
5尾崎秀樹「『満州国』における文学の種々相」『旧植民地文学の研究』勁草書房 一九七一年 
6川村湊「日本における「満州文学」研究の現状」『近代日本と「満州国」』不二出版  二〇一四年 
7王向遠『“笔部队”和侵华战争：对日本侵华文学的研究与批判』北京師範大学出版社  一 九九九年 
8岡田英樹『文学にみる「満洲国」の位相』   文研出版  二〇〇〇年 
9一九四〇年東都書籍新京出張所による出版された『満洲文学研究：評論随想』 六十一頁 
10葉山英之『「満洲文学論」断章』三交社  二〇一一年を参照 
11一九四〇年八月の『満洲新聞』による  
12東栄蔵「横田文子の文学の特質」『横田文子人と作品』 信濃毎日新聞社  一九九三年  













24岸陽子「〈満洲国〉の女性作家 但〔デイ〕を読む」『アジア遊学  日中から見る「旧満州」』二〇〇
二年十月  一〇二～一一三頁  















第一章 牛島春子の特質―戦中から戦後へ   



















































































































































































































































































































































































































































































































                                                   
1大内隆雄『満洲文学二十年』国民画報社一九四四年  三三一頁 
2田中益三「牛島春子の戦前．戦後」『朱夏』    二〇〇三年六月   八十亓～一〇一頁  
3ピエール．ノラ『記憶の場』   岩波書店  二〇〇二年  二十九～三十八頁 
4「〈満洲文学〉から〈戦後文学〉へ－牛島春子インタビュー」『戦後という制度』インパクト出版会 二
〇〇二年 一〇八～一二亓頁  
5一九四二年二月二十八日   野田宛の書簡 
6野田宇太郎『灰の季節』   創元社  一九亓八年  二亓二頁 
7舞鶴引揚記念館資料 
8田中玲『トランスジェンダー．フェミニズム』インパクト出版会 二〇〇六年 十三頁 
9一九四二年四月十二日   野田宛の書簡 
10牛島春子『手記』自家版  一九三八年  二十頁 
11江原由美子他著『ジェンダーの社会学』   放送大学教育振興会  一九九九年  三〇頁 
12野田宇太郎「二・一一のころ」『西田信春書簡・追悼』土筆社  一九七〇年  四三八頁 
13高山一彦『ジャンヌ．ダルク―歴史を生き続ける「聖女」―』岩波新書 二〇〇亓年十二～二十亓頁 
14Ａボシュア（新倉俊一訳）『ジャンヌ．ダルク』白水社  一九八七年  八十四頁 
15池上俊一『魔女と聖女』講談社     一九九二年  六十八頁 
16石五達郎『男装論』青弓社    一九九四年 
17石五達郎『男装論』青弓社    一九九四年  二二七頁 
18牛島春子「少女」『藝林閑歩』第十八号  一九四七年十二月   十四～二十頁 
19牛島春子「秋深む窓」『女人藝術』第一集  一九四九年一月   二十三頁 
20牛島春子「手紙」『九州文学』第十四号  一九四六年十月   二十九～三十一頁 
21牛島春子『手記』自家版  一九三八年     三十六頁 
22牛島春子『手記』自家版  一九三八年     四十頁 
23池上俊一『魔女と聖女』講談社     一九九二年  亓十八頁 
24田中貴子『〈悪女〉論』紀伊国屋書店  一九九二年  六～七頁 




後は A 級戦犯容疑者として逮捕された。  





第三節  野田宇太郎の知遇―その長い軌跡                                                              
はじめに 
牛島春子研究はテクスト分析のほかに、彼女の生活、思想を探る必要もあると感じてい





























































































































































































































































































「チエのヒトミ ト ノブドウ」 






















































































































































































































































































































































































































































































































                                                   
1五上洋子「終戦の軌跡―牛島春子と小郡」 野田宇太郎文学資料館十亓周年記念 『背に廻った未来』  二
〇〇二年  二一亓頁   
2坂本正博「牛島春子と野田宇太郎」『野田宇太郎顕彰会会報』第十一号  二〇〇四年三月一頁 
3多田茂治「ある微笑―牛島春子と野田宇太郎―」 『蝶を追ふ』 野田宇太郎生誕一〇〇周年二〇一〇年  
七十頁 
4『敍説：文学批評』   一九九六年八月  
5『敍説：文学批評』   一九九七年八月 






12中村良之「文学館だより野田宇太郎文学資料館」『文学批評  变説三』六  一四七頁   
13藤五淑貞「野田宇太郎研究のために」『立教大学日本文学』第九十七号 二〇〇六年十二月 四十亓頁 
14桜楓社  亓二七頁 
15「野田さんを想う」『野田宇太郎資料館ブックレット』野田宇太郎資料館  八頁 
16藤五淑貞「野田宇太郎研究のために」『立教大学日本文学』第九十七号 二〇〇六年十二月 四十亓頁 
17「野田さんを想う」『野田宇太郎資料館ブックレット』野田宇太郎資料館  八頁 
18「野田さんを想う」『野田宇太郎資料館ブックレット』野田宇太郎資料館  八頁 
19「野田さんを想う」『野田宇太郎資料館ブックレット』野田宇太郎資料館  八頁 
20分銅惇作〔ほか］編『日本現代詩辞典』桜楓社  一九八六年  亓二七頁 
21久留米市史編纂委員会『久留米市史』久留米市  一九九八年を参照 
22牛島春子「追憶」『西田信春書簡・追悼』  土筆社  一九七〇年  三六亓頁 
23野田宇太郎「二・一一のころ」『西田信春書簡・追悼』土筆社  一九七〇年  四三〇頁 
24野田宇太郎「二・一一のころ」『西田信春書簡・追悼』土筆社  一九七〇年  四三〇頁 
25野田宇太郎「二・一一のころ」『西田信春書簡・追悼』土筆社  一九七〇年  四三〇頁 
26日本バーナード．ショー協会編『バーナード．ショーへのいざない』文化書房博文社  二〇〇六年十
一月  一九〇頁 
27中村良之「野田宇太郎の世界」 『背に廻つた未来』 野田宇太郎資料館 二〇〇四年 
28一九四一年三月一日   野田宛の書簡 
64 
 
                                                                                                                                                              
29一九四二年十二月二十四日野田宛の書簡 
30年不明、九月六日野田宛の書簡 
31野田宇太郎『野田宇太郎全詩集』   蒼土舎     一九八二年  一四八～一四九頁 
32一九四八年一月二十二日   野田宛の書簡 
33一九四一年三月一 日野田宛の書簡 
34野田宇太郎『母の手鞠』新生社  一九七亓年  四十二頁 
35一九四一年三月一 日野田宛の書簡 
36長谷川郁夫『美酒と革囊：第一書房・長谷川巳之吉』    河出書房新社  二〇〇六年 
37『文藝春秋七十年史』文藝春秋  一九九一年 
38北村謙次郎の『北辺慕情記』大学書房  一九六〇年 
39呂元明「『藝文』創刊号、二月号の解説を兼ねて」『「藝文」と満洲藝文聯盟版  満洲藝文協会版』    ゆ
まに書房  二〇一〇年  二十四頁 
40『藝文』藝文社版  ゆまに書房  二〇〇七年 
41「野田さんを想う」『野田宇太郎資料館ブックレット』野田宇太郎資料館  八頁 
42一九四二年二月二十八日野田宛の書簡   
43一九四二年亓月二十日野田宛の書簡         
44野田宇太郎『野田宇太郎全詩集』     蒼土舎     一九八二 七十～七十一頁 




49岩五忠正他著『特攻 自殺兵器となった学徒兵兄弟の証言』  新日本出版社 二〇〇二年七月 一六四頁 
50北影雄幸 『これだけは読んでおきたい特攻の本』 光人社  二〇〇七年 
51野田宇太郎『灰の季節』   創元社  一九亓八年  六十二頁 
52野田宇太郎『灰の季節』   創元社  一九亓八年  六十二頁  
53「野田さんを想う」『野田宇太郎資料館ブックレット』野田宇太郎資料館  九頁 





59牛島春子「ヒューマニズム偶感」 『新日本文学』 一九四九年六月   四十二頁 
60一九四八年七月二十二日野田宛の書簡 
61 一九四八年七月二十二日野田宛の書簡 
62一九四八年一月二十二日   野田宛の書簡 
63野田宇太郎『新東京文学散歩』日本読書新聞  一九亓一年 
64行吉正一 田中実穂「文学散歩という方法―漱石文学散歩の記録」『東京都江戸東京博物館紀要』第一
号 
65「九州文学散歩を終りて」『九州文学散歩』創元社  一九亓三年八月   八頁 
65 
 
                                                                                                                                                              
66野田宇太郎『灰の季節』   創元社  一九亓八年  二頁 
67牛島春子一 九四六年七月二十六日野田宛の書簡 
68牛島春子一 九四八年九月九日野田宛の書簡 
69多田茂治「ある微笑―牛島春子と野田宇太郎―」  『蝶を追ふ』   二〇一〇年  野田宇太郎資料館   
七十二頁      
70牛島春子「ある微笑―日中不再戦植樹に思う」『牛島春子作品集』ゆまに書房  二〇〇一年  二九四～
二九亓頁 
71「闘った、書いた、生きた追悼  牛島春子―」『小郡市民ふれあい広場』（館報第六十号） 二〇〇四年
二月 
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1山中正樹「〈十五年戦争〉と作家〈川端康成〉（覚え書き）―昭和十年代の作品を中心に―」『桜花学園
大学人文学部研究紀要』 二〇〇五年三月   一～十六頁 
2李聖傑「川端康成における戦争体験について―「敗戦のころ」を手がかりに―」『ソシオサイエンス』
十七  二〇一一年  九十五～一一〇頁 
3小谷野敦『川端康成伝―双面の人』中央公論新社  二〇一三年五月   三三四頁 
4東珠樹は「童心の画家 古賀春江」『牛を焚く―古賀春江詩画集』東出版  一九七四年 一四九頁 
5野田宇太郎「古賀春江の詩」『牛を焚く―古賀春江詩画集』東出版  一九七四年 一四二頁 
6小谷野敦『川端康成伝一双面の人』中央公論新社  二〇一三年五月   六一六頁 
7川端秀子『川端康成とともに』   新潮社  一九八三年 
8川端康成「死の前後」『近代の美術』三十六  至文堂  一九七六年  七十九頁 
9川端康成「末期の眼」『川端康成』新学社  二〇〇五年 
10川端康成「古賀春江と私」『芸術新潮』一九五四年三月   七十一～七十四頁 
11中村良之「野田宇太郎の世界」『背に廻つた未来』野田宇太郎資料館  二〇〇四年 
12 一九四二年二月二十八日   野田宛の書簡 
13一九四一年五月二十三日   野田宛の書簡 
14一九四一年十一月二十日   野田宛の書簡 
15一九四三年四月二十三日野田宇太郎宛の手紙 
16川端康成記念会『川端康成全集』（補巻二） 新潮社  一九八九年  五十二頁 
17川端康成「続美しい旅」四 『川端康成全集』第二十巻  新潮社一九八一年 
18「満州の本」『文章』   東方書店  一九四二年  一五八頁 
19「『日本の母』を訪ねて」『婦人画報』    一九四二年十二月 
20岩淵宏子「戦時下の「母性」幻想―総力戦体制の要」『女たちの戦争責任』東京堂出版  二〇〇四年  一
二八頁    
21坂本正博「牛島春子年譜（第二稿）」二００二年『敍説』  二（三） 二〇五～二一三頁 
22女性解放論者、女権拡張論者、女権論者、婦人解放論者という意味 
23「新京から北京へ」『川端康成全集』第二十七巻  新潮社  一九八二年  三〇二頁 
24牛島春子『手記』一九三八年  自家版 
25一九四二年二月二十八日   野田宛の書簡 
26野田宇太郎『灰の季節』   創元社  一九五八年  二五二頁 
27一九四三年五月一日 牛島春子が野田宛の書簡 
28一九四二年七月四日   野田宛の書簡 
29川端康成『満洲国各民族創作選集』    ゆまに書房 二〇〇〇年 
30 一九四二年十月   野田宛の書簡 
31一九四二年十二月二十四日野田宛の書簡    
32一九四三年二月十日   野田宛の書簡 
33一九四三年二月十日   野田宛の書簡                                           
34大内隆雄『満洲文学二十年』国民画報社一九四四年  三三一頁 
35一九四三年二月十日   野田宛の書簡 
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36一九四四年二月二十七日野田宛の書簡 
37牛島春子「野田さんを想う」『野田宇太郎 丸山豊』野田宇太郎文学資料館ブックレット 1 一九九一年  
九頁 
38十二月十七日川端康成が野田宛の書簡  菊池隆雄先生から写真を提供していただいた。 後、三木紀人
先生は野田宇太郎資料館訪問に際し、そこで現物が確認できた。 
39『文藝春秋七十年史』文藝春秋  一九九一年 
40李聖傑「川端康成における戦争体験について―「敗戦のころ」を手がかりに―」『ソシオサイエンス』
十七  二〇一一年  九十五～一一〇頁 
41一九五五年八月号の『新潮』に発表された「敗戦のころ」（三） 七十～七十一頁 
42小谷野敦『川端康成伝―双面の人』中央公論新社  二〇一三年五月   三四四頁 
43長谷川泉『川端文学の機構』   教育出版センター  一九八四年  一七七頁 
44長濱拓磨「川端康成「生命の樹」論：戦後文学と聖書」『キリスト教文学研究（二十九）』  二〇一二
年  一〇六～一一七頁 
45一九四四年二月二十七日野田宇太郎宛の書簡 
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第亓節「転向」への意識―戦前と戦後                                                                      























































































































と「苦闘」どちらが原文に近いか気になり、フランス語の原文『Romain Rolland:Vie de 





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                                                        
1本多秋亓『転向文学論』   未来社  一九七二年 
2鶴見俊輔『転向研究』    筑摩書房 一九七六年 
3吉本隆明「転向論」『吉本隆明  現代の文学二十亓』   講談社  一九七八年  三九〇頁 
4思想の科学研究会『共同研究  転向』平凡社  二〇一二年 
5川村湊『「満洲文学」から「戦後文学へ」―牛島春子インタビュー』『文学史を読みかえる 5』インパク
ト出版会  二〇〇二年  一〇八～一二亓頁 
6祖父江孝男著『県民性：文化人類学的考察』中央公論社  一九七一年  一九九～二〇〇頁 
7牛島春子「〈街路樹〉の頃と勇さんと」『丸山豊と「母音」の詩人たち』1  野田宇太郎資料館  一九九
亓年  十六頁 
8坂本正博「牛島春子年譜」（第二稿）を参考  
9加藤尚武『ヘーゲル事典』弘文堂  二〇一四年 
10河北倫明『坂本繁二郎』中央公論美術出版  一九七四年  十二頁 
11牛島春子「秋深む窓」『女人藝術』第一集  一九四九年一月   二十三頁 
12べルナール・デゥシヤトレ 村上光彦訳『ロマン・ロラン伝：一八六六～一九四四』（みすず書房  二
〇一一年）を参照 






16「芥川龍之介賞経緯」『文藝春秋』特別号  一九四一年三月 
17小島政二郎本人の言い方 
18小島政二郎「眼中の人」『小島政二郎全集  第九巻』日本図書センター二〇〇二年二月   十亓頁 
19小島政二郎「眼中の人」『小島政二郎全集  第九巻』日本図書センター二〇〇二年二月   十亓頁 
20小島政二郎「眼中の人」『小島政二郎全集  第九巻』日本図書センター二〇〇二年二月   二十四頁   
21関口安義『よみがえる芥川龍之介』 日本放送出版協会  二〇〇六年六月   一〇亓～一〇六頁 
22北野民夫『特高と思想検事』   一九八二年  みすず書房  四四七頁 
23牛島春子「秋深かむ窓」『女人芸術』第一集 一九四九年一月   十三頁 
24阿部謹也『「世間」とは何か』   講談社  一九九亓年七月  
25吉本隆明「転向論」『吉本隆明  現代の文学二十亓』   講談社  一九七八年  三八七頁 
26川村湊「〈満洲文学〉から〈戦後文学へ〉―牛島春子インタビュー」『文学史を読みかえる 5』    イン
パクト出版会  二〇〇二年  一〇八～一二亓頁 
27牛島春子『手記』    自家版  一九三八年  一頁 
28宮本盛太郎『宗教的人間の政治思想―安部磯雄と鹿子木員信の場合』木鐸社 一九八四年 六十八～七
十七頁 
29葉照子「鹿子木員信における日本精神とナチズム」『近代日本とドイツ』 ミネルヴァ書房 二〇〇七年 
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30三五誠『刑事法辞典』信山社  二〇〇三年 
31大内隆雄『満洲文学二十年』国民画報社一九四四年  三三一頁 
32赤川幸一「東遊記帳」『北窓』第一巻第二号  一九三九年七月  三十六～四十一頁 
33赤川幸一「東遊記帳」『北窓』第一巻第二号  一九三九年七月   三十七頁 
34川村湊『満洲崩壊―「大東亜文学」と作家たち』 三三四頁 
35一九四六年十一月十九日牛島春子野田に宛てた書簡  
36「秋深かむ窓」『女人芸術』第一集 一九四九年一月   二十四頁    
37小山貞知『満洲協和会の発達』中央公論社 一九四一年                        
38一九四三年一月十四日牛島春子野田に宛てた書簡 
39梧桐書院編集部『明治．大正．昭和のうた』梧桐書院  二〇〇三年十二月   四一一頁 
40牛島春子一九四二年亓月二十日野田宛の書簡 
41一九四三年二月十日   野田宛の書簡 
42岩五忠正他著『特攻  自殺兵器となった学徒兵兄弟の証言』   新日本出版社  二〇〇二年七月    
一六四頁 
43北影雄幸『これだけは読んでおきたい特攻の本』 光人社  二〇〇七年 
44牛島春子「鵲の巣と冬」川村湊『牛島春子作品集』ゆまに書房  二〇〇一年  一八八頁 
45牛島春子『手記』    自家版  一九三八年  四十九頁 
46牛島春子『手記』    自家版  一九三八年  四十亓頁 
47牛島春子一九四六年七月二十六日野田宛の書簡 
48『新日本文学』創刊号  六十二頁 
49『新日本文学』創刊号  六十二頁 
50『新日本文学』創刊号  六十三頁 
51『新日本文学』創刊準備号  十二頁 
52吉田永広「戦後「政治と文学」論争・その後一主として中野重治、平野謙」『国文学』一九九七年亓月   
一〇一～一一一頁                      
53平野謙「政治と文学」『政治と文学』学芸書林 二〇〇三年  三九八頁 
54平野謙「政治と文学」『政治と文学』学芸書林  二〇〇三年  三九九頁 
55中野重治「批評の人間性」『政治と文学』学芸書林  二〇〇三年  四三六頁 
56中野重治は野田宇太郎に宛てた書簡（日付不明） 
57野田宇太郎「有明先生の晩年」『新日本文学』   一九亓二年四月   亓十二頁 
58野田宇太郎「有明先生の晩年」『新日本文学』   一九亓二年四月   亓十二頁 




63日本共産党中央委員会『日本共産党の八十年』 日本共産党中央委員会出版局  二〇〇三年 




                                                                                                                                                                            
67鎌田慧コラム「一九六〇年安保と労働者の自己表現」『「新日本文学」の 60 年』七つ森書館  二〇〇亓
年  一九二頁                   









































る短編小説である。「女」について、アメリカの学者 Kimberly Kono は「From the Nikutai to 


























































































































































































































































































































































































































                                               
1二〇一三年四十五号『日米女性ジャーナル』   六十九頁 
2西原和海先生に提供していただいた 
3牛島春子「大いなる現在」 『観光東亜』   一九四二年十二月 
4牛島春子『手記』自家版  一九三八年  二十頁 
5一九四二年四月『芸文』に発表        
6牛島春子「牝鶏」『牛島春子作品集』ゆまに書房 二〇〇一年 七十三頁 
7牛島春子「在満女性にある問題」『牛島春子作品集』ゆまに書房 二〇〇一年 
8鎌田明子『性と生殖の女性学』世界思想社  二〇〇六年  七頁 





第二節  異民族接触と異文化衝突 




























































































































































































































































































































































































































































































































                                                   
1川村湊『牛島春子作品集』ゆまに書房  二〇〇一年  二八九頁 
2佐藤春夫、横光利一、室生犀星、小島正二郎、瀧五孝作、川端康成、宇野浩二  
3「祝のいた『満洲·拝泉』」『牛島春子作品集』ゆまに書房  二〇〇一年  三一三頁 
4「祝のいた『満洲·拝泉』」『牛島春子作品集』ゆまに書房  二〇〇一年  三一三頁 
5尾崎秀樹「〈満州国〉における文学の種々相」『旧植民地文学の研究』勁草書房一九七一年  一二七頁 
6大川育子「牛島春子『祝といふ男』論」『昭和文学史における「満州」の問題第一』早稲田大学教育学
部杉野要吉研究室  一九九二年 
7原武哲「〈満州〉時代の牛島春子」『近代日本と偽満州国』日本社会文学会  三亓九頁 
8尹東燦『「満洲」文学の研究』明石書房  二〇一〇年  一九八頁 
9牛島春子「祝といふ男」『文藝春秋』三九亓頁  
10牛島春子「祝といふ男」『文藝春秋』三九亓頁  
11小森陽一『ポストコロニアル』   岩波書店  二〇〇一年  ⅷ頁  




15エドワード．サイード著今五紀子訳『オリエンタリズム』平凡社一九八六年  四二八頁 
16村五寛志「日本のオリエンタリズムと中国」『ポストコロニアリズム』姜尚中編  作品社二〇〇一年  一
二四頁 
17牛島春子「祝といふ男」『文藝春秋』三八亓頁  
18山室信一『キメラ一満洲国の肖像』中央公論新社  二〇〇四年  二三六頁 
19大橋洋一『現代批評理論のすべて』新書館  二〇〇六年  八十三頁 
20小森陽一『ポストコロニアル』岩波書店  二〇〇一年  ⅷ頁  
21「祝のいた『満洲·拝泉』」『牛島春子作品集』ゆまに書房  二〇〇一年  三一四頁 
22北野民夫『特高と思想検事』   みすず書房     一九八二年  四四七頁 
23牛島春子「ある微笑」『牛島春子作品集』ゆまに書房  二〇〇一年  二九四頁 














































































































































































































































































































































































































6赤川幸一「東遊記帳」『北窓』第一巻 第二号満鉄ハルピン図書館一九三九年七月 三十六頁 
7三好行雄「夏目漱石年譜」『夏目漱石事典』（別冊国文学）学燈社 一九九〇年七月 三九四頁 
8川村湊「〈自己嫌悪〉としてのアジア観」『漱石がわかる』朝日新聞社 一九九八年 一〇六頁 
9泊功「夏目漱石『満韓ところどころ』における差別表現と写生文」『函館工業高等学専門学校紀要』四
十七号 二〇一三年 八十七頁 
10夏目漱石「満韓ところどころ」『漱石全集』岩波書店 一九九四年 二三四頁 
11夏目漱石「満韓ところどころ」『漱石全集』岩波書店 一九九四年 二六六～二六七頁 
12北原白秋「満州地図」『童謡集』  一九八七年 岩波書店 一八七頁 
13遠藤周作「クワッ、クワッ先生行状記」『小説現代』一九七九年九月 五十三頁 
14遠藤周作「クワッ、クワッ先生行状記」『小説現代』一九七九年九月 五十四～五十五頁  
15「北川冬彦集」『現代日本文学大系』六十七 筑摩書房  
16川村湊『満洲鉄道まぼろし旅行』 文春文庫 二〇〇二年七月 三十二頁 
17水上勉『瀋陽の月』  新潮社 一九八九年 八十八頁 
18水上勉『瀋陽の月』  新潮社 一九八九年 一七六頁  
19北原白秋「満州地図」『童謡集』  一九八七年 岩波書店 九十八頁  
20宮尾登美子「朱夏」『宮尾登美子全集』第三巻 朝日新聞社 一九九二年  
21「〈満洲文学〉から〈戦後文学〉へ－牛島春子インタビュー」『戦後という制度』インパクト出版会 二
〇〇二年 一〇八～一二五頁 
22 牛島春子「私の童話」『牛島春子作品集』ゆまに書房 二〇〇一年 九十八頁 
23望月百合子の中国語の作品である。筆者訳  
24望月百合子「空の教室にて」『大陸を生きる』大和書店 一九四一年 
25小泉京美『満洲のモダニズム』ゆまに書房 二〇一三年六月 九四九頁 
26小森陽一『ポストコロニアル』 岩波書店  二〇〇〇年 ⅷ頁  
27一九四六年十一月十九日牛島春子野田宛の書簡 
28牛島春子『手記―青空と自殺』自家版 一九三八年  二十五頁 
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本兵を受け入れる港であった。「昭和 20（1945）年 10 月 7 日引き揚げ第一船の入港から昭








































































































































































































































































































































































                                                        
1川村湊『満洲国―砂上の楼閣「満洲国」に抱いた野望』 現代書館 二〇一一 一三六頁 






6牛島春子「引揚者の絵葉書」『牛島春子作品集』ゆまに書房 二〇〇一年 二八三～二八五頁 
7牛島春子「引揚者の絵葉書」『牛島春子作品集』ゆまに書房 二〇〇一年 二八五頁 
8張志坤「1946 年葫芦岛百万日本侨俘大遣返始末调查」（「1946 年葫蘆島から百万の日本人の引揚に関す
る調査」）『日本研究』 二〇〇六年六月二十日 四十九～五十六頁 
9牛島春子「感傷の満洲」（三）『牛島春子作品集』ゆまに書房 二〇〇一年 三〇四～三０五頁 
10舞鶴引揚記念館資料 
11一九四六年十一月十九日野田宛の書簡 






18牛島春子「手紙」『九州文学』第十四号 一九四六年十月 二十九～三十一頁 
19一九四六年七月二十六日野田宛の書簡 
20牛島春子『手記』自家版  一九三八年 三十六頁 
21牛島春子『手記』自家版  一九三八年 四十頁 
22牛島春子「十字路」『牛島春子作品集』ゆまに書房 二〇〇一年 二七二～二七三頁 
23牛島春子「ある旅」『牛島春子作品集』ゆまに書房 二〇〇一年 二六二～二六三頁 
24牛島春子「ある旅」『牛島春子作品集』ゆまに書房 二〇〇一年 二五八頁 
25牛島春子「ある旅」『牛島春子作品集』ゆまに書房 二〇〇一年 二五四頁 
26牛島春子「感傷の満洲」（三）『牛島春子作品集』ゆまに書房 二〇〇一年 三〇五頁 
27牛島春子「感傷の満洲」（三）『牛島春子作品集』ゆまに書房 二〇〇一年 三〇五頁 
28牛島春子「ある旅」『牛島春子作品集』ゆまに書房 二〇〇一年 三六〇頁 












































































































 中国語の意味 日本語の意味 




興奮 元気付く、活気付く、うれしい 感情の高まること 























































































































































































                                                   
１岡田英樹『続 文学にみる「満洲国」の位相』 研文出版 二〇一三年八月 二二九～二三五頁 
２「満洲」で有名な中国人女性作家  
３『青年文化』満洲青尐年文化社 一九四四年 九七七頁 
４謝氷心（一九〇〇～一九九九）は中国近代の有名な女性作家、翻訳家、詩人、児童文学家である。  
５筆者訳 
６『広辞苑』第五版 岩波書店 一九九八年を参照『中日辞典』第二版 小学館 二〇〇二年を参照 
７岡田英樹『文学にみる「満洲国」の位相』研文出版 二〇〇七年 一七八頁 
８小論「「満洲」と日本女性―発掘した牛島春子の中国語作品『遥遠的訊息(遠くからの便り)』を中心に


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                                                        










10赤川幸一「東遊記帳」『北窓』第一巻第二号 一九三九年七月十五日 三十六～四十一頁  


















































































































































































































































































                                                        
1坂本正博「牛島春子年譜（第二稿）」二〇〇二年『敍説』 二 (三) 二〇五～二一三頁 
2筆者訳 
3岡田英樹『文学にみる満洲国の位相』二〇〇〇年 研文出版 一七五頁 
4原文は古い繁体字で書かれたが、簡体字に書き直した 
5牛島春子「秋深かむ窓」『女人芸術』第一集一九四九年一月 十三頁 
6阿部謹也『教養とは何か』  一九九七年 講談社 十三～十四頁 
7北野民夫『特高と思想検事』 一九八二年 みずず書房 四四七頁 
8西田勝「ある転向文学者の軌跡」『植民地文化研究』（六） 二〇〇七年 七十一頁 
9森田陽一『ポストコロニアル』 二〇〇一年 岩波書店 四十二頁 
10『中国文学』八十号 一九四二年 満洲新聞社 三十六頁 
11渡辺澄子『女性文学を学ぶ人のために』 二〇〇〇年 世界思想社 二十頁 
12牛島春子「在満女性にある問題」『牛島春子作品集』二〇〇一年 ゆまに書房 一三八頁 






































































































































































































































































                                                        
1川村湊『〈満洲文学〉から〈戦後文学〉へ―牛島春子インタビュー』『文学史を読みかえる 5』 インパ
クト出版会 二〇〇二年 一〇八～一二五頁 
2坂本正博「牛島春子年譜作成を通して―その作品評価と書簡紹介」『朱夏』（十九） 






南満洲鉄道株式会社経済調査会 編『満洲の苦力』  南満洲鉄道      一九三四年 
牛島春子『手記―青空と自殺』           自家版       一九三八年 
小山貞知『満洲協和会の発達』            中央公論社      一九四一年    
望月百合子『大陸に生きる』            大和書店      一九四一年  
大内隆雄『満洲文学二十年』            国民画報社      一九四四年  
川端康成他編『日本小説代表作全集 10』       小山書店      一九四九年 
野田宇太郎『新東京文学散歩』           日本読書新聞    一九五一年  
野田宇太郎『九州文学散歩』            創元社       一九五三年  
野田宇太郎『灰の季節』              創元社       一九五八年  
北村謙次郎の『北辺慕情記』            大学書房      一九六〇年 
昭和戦争文学全集編集委員会編『昭和戦争文学全集 1（戦火満州に挙がる）』 集英社  
一九六四年 
牛島春子『ある微笑』               創樹社       一九六九年   
『西田信春書簡•追悼』               土筆社       一九七〇年  
祖父江孝男著『県民性：文化人類学的考察』     中央公論社     一九七一年  
本多秋五『転向文学論』              未来社       一九七二年 
古賀春江『牛を焚く―古賀春江詩画集』       東出版       一九七四年  
河北倫明『坂本繁二郎』             中央公論美術出版   一九七四年  
野田宇太郎『母の手鞠』              新生社       一九七五年  
鶴見俊輔『転向研究』               筑摩書房       一九七六年 
吉本隆明『吉本隆明 現代の文学二十五』      講談社       一九七八年  
八木秋子『異境への往還からー八木秋子著作Ⅲ』   ＪＡＣ出版     一九八一年 
川端康成『川端康成全集』第二十巻         新潮社       一九八一年 
蛯原徳夫『ロマン・ロラン研究』          第三文明社     一九八一年 
水田宗子  『ヒロインからヒーローへ－女性の自我と表現』 田畑書店     一九八二年  
野田宇太郎『野田宇太郎全詩集』          蒼土舎       一九八二年  
北野民夫『特高と思想検事』            みすず書房     一九八二年 
川端秀子『川端康成とともに』           新潮社       一九八三年   
長谷川泉『川端文学の機構』           教育出版センター   一九八四年  
宮本盛太郎『宗教的人間の政治思想―安部磯雄と鹿子木員信の場合』木鐸社  一九八四年  
分銅惇作 [ほか]編『日本現代詩辞典』       桜楓社        一九八六年  
エドワード．サイード著今井紀子訳『オリエンタリズム』平凡社      一九八六年 
A.ボシュア（新倉俊一訳）『ジャンヌ．ダルク』    白水社       一九八七年  
北原白秋『童謡集』                岩波書店      一九八七年 
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水上勉『瀋陽の月』                新潮社       一九八九年 
川端康成記念会『川端康成全集』（補巻二）      新潮社       一九八九年  
川村湊『異郷の昭和文学―「満洲」と近代日本』   岩波書店       一九九〇年  
三好行雄『夏目漱石事典』（別冊国文学）       学燈社       一九九〇年 
水田宗子『フェミニズムの彼方―女性表現の深層』 講談社            一九九一年 
水田宗子『女と表現：フェミニズム批評の現在』 学陽書房        一九九一年 
尾崎秀樹『近代文学の傷痕』            岩波書店      一九九一年  
野田宇太郎資料館『野田宇太郎資料館ブックレット 1』 野田宇太郎資料館 一九九一年 
文藝春秋『文藝春秋七十年史』           文藝春秋      一九九一年 
池上俊一『魔女と聖女』              講談社       一九九二年   
田中貴子『〈悪女〉論』              紀伊国屋書店     一九九二年 
宮尾登美子『宮尾登美子全集』第三巻       朝日新聞社      一九九二年  
東栄蔵『横田文子人と作品』           信濃毎日新聞社    一九九三年 
石井達郎『男装論』               青弓社          一九九四年 
野田宇太郎資料館『丸山豊と「母音」の詩人たち』 野田宇太郎資料館   一九九五年  
阿部謹也『「世間」とは何か』           講談社        一九九五年 
黒田創『〈外地〉の日本語文学選』         新宿書房       一九九六年 
川村湊『満洲崩壊―「大東亜戦争」と作家たち』  文藝春秋       一九九七年 
水田宗子『居場所考―家族のゆくえ』     フェミックス       一九九八年 
王向遠『"笔部队"和侵华战争 : 对日本侵华文学的研究与批判』北京師範大学出版社  
一九九九年 
江原由美子他著『ジェンダーの社会学』    放送大学教育振興会    一九九九年  
岡田英樹『文学にみる「満洲国」の位相』   文研出版         二〇〇〇年 
川端康成『満洲国各民族創作選集』      ゆまに書房        二〇〇〇年 
川村湊『牛島春子作品集』「日本植民地文学精選集 021」ゆまに書房     二〇〇一年  
小森陽一『ポストコロニアル』        岩波書店         二〇〇一年 
姜尚中編『ポストコロニアリズム』      作品社          二〇〇一年 
ピエール.ノラ『記憶の場』          岩波書店         二〇〇二年 
川村湊『満洲鉄道まぼろし旅行』       文春文庫         二〇〇二年 
小島政二郎『小島政二郎全集 第九巻』   日本図書センター      二〇〇二年 
岩井忠正他著『特攻 自殺兵器となった学徒兵兄弟の証言』新日本出版社  二〇〇二年  
川崎賢子『読む女 書く女―女系読書案内』  白水社          二〇〇三年 
三井誠『刑事法辞典』            信山社          二〇〇三年 
日本共産党中央委員会『日本共産党の八十年』日本共産党中央委員会出版局 二〇〇三年 
大岡昇平他編『政治と文学』         学芸書林         二〇〇三年  
梧桐書院編集部『明治．大正．昭和のうた』  梧桐書院         二〇〇三年  
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北田幸恵他編『女たちの戦争責任』      東京堂出版        二〇〇四年 
野田宇太郎資料館『背に廻った未来』     野田宇太郎資料館     二〇〇四年 
山室信一『キメラ―満洲国の肖像』      中央公論新社       二〇〇四年 
高山一彦『ジャンヌ.ダルクー歴史を生き続ける「聖女」―』岩波新書    二〇〇五年  
鎌田慧『「新日本文学」の 60 年』       七つ森書館        二〇〇五年 
鎌田明子『性と生殖の女性学』        世界思想社        二〇〇六年 
田中益三『長く黄色い道―満洲．女性．戦後』 せらび書房        二〇〇六年 
長谷川郁夫『美酒と革嚢 : 第一書房・長谷川巳之吉』 河出書房新社    二〇〇六年 
大橋洋一『現代批評理論のすべて』      新書館          二〇〇六年 
関口安義『よみがえる芥川龍之介』      日本放送出版協会     二〇〇六年  
日本バーナード．ショー協会編『バーナード．ショーへのいざない』文化書房博文社  
二〇〇六年  
飯田祐子他編『文学で考える〈日本〉とは何か』 双文社出版        二〇〇七年 
藝文社『藝文』藝文社版            ゆまに書房         二〇〇七年 
岡田英樹『文学にみる「満洲国」の位相』   研文出版         二〇〇七年  
坂部晶子『「満洲」経験の社会学』      世界思想社         二〇〇八年  
多田茂治『満洲．重い鎖―牛島春子の昭和史』 弦書房           二〇〇九年 
加藤陽子『それでも、日本人は「戦争」を選んだ』 朝日出版社      二〇〇九年 
謝天振『当代国外翻訳理論』         南開大学出版社      二〇〇九年   
尹東燦の『「満洲」文学の研究』        明石書店         二〇一〇年 
呂元明他編『「藝文」と満洲藝文聯盟版 満洲藝文協会版』 ゆまに書房   二〇一〇年  
野田宇太郎資料館『蝶を追ふ』      野田宇太郎資料館       二〇一〇年 
王徳威他編『帝国主義と文学』       研文出版          二〇一〇年 
尹東燦 『「満洲」文学の研究』       明石書房          二〇一〇年 
葉山英之『「満洲文学論」断章』       三交社           二〇一一年 
ベルナール・デゥシャトレ村上光彦訳『ロマン・ロラン伝：一八六六―一九四四』 
みすず書房         二〇一一年 
川村湊『満洲国―砂上の楼閣「満洲国」に抱いた野望』  現代書館    二〇一一年 
蘭信三『帝国崩壊とひとの再移動引揚げ、送還、そして残留』勉誠出版   二〇一一年 
中野重治他編『コレクション戦争と文学 9 さまざまな 8.15』 集英社   二〇一二年 
思想の科学研究会『共同研究 転向』           平凡社    二〇一二年 
小谷野敦『川端康成伝―双面の人』          中央公論新社   二〇一三年 
小泉京美『満洲のモダニズム』            ゆまに書房    二〇一三年 
岡田英樹『続 文学にみる「満洲国」の位相』  研文出版        二〇一三年 
植民地文化学会『近代日本と「満州国」』    不二出版         二〇一四年  









川村湊「〈自己嫌悪〉としてのアジア観」『漱石がわかる』朝日新聞社   一九九八年  
坂本正博「拝泉へのまなざし―旧満洲での牛島春子の作品（上）」『敍説二』 文学批評 (通








5』                      インパクト出版会   二〇〇二年  
井上洋子「終戦の軌跡―牛島春子と小郡」野田宇太郎文学資料館十五周年記念 
『背に廻った未来』  二〇〇二年  
岸陽子「〈満洲国〉の女性作家 梅娘を読む」『環：歴史．環境．文明 10』 二〇〇二年 
坂本正博「牛島春子年譜（第二稿）」『敍説 二 (三)』        二〇〇二年一月  
林五郎「私の二十世紀 苦力（クーリー）」『民主文学』       二〇〇二年三月  
岸陽子「〈満洲国〉の女性作家、但〔テイ〕を読む」『アジア遊学 日中から見る「旧満州」』
二〇〇二年一〇月  





















『 ソシオサイエンス』十七 二〇一一年  
崔佳琪「牛島春子『祝といふ男』の基礎考察―転載の経過から主人公造型論に及ぶ―」 
『現代社会文化研究』 二〇一一年十二月  
槙村哲朗「歴史の中のロマン・ロラン」    『民主文学』   二〇一一年十二月  
長濵拓磨は「川端康成「生命の樹」論：戦後文学と聖書」『キリスト教文学研究 (二十九)』 
                                   二〇一二年  
崔佳琪「満洲引揚げ文学について : 研究史の整理及びこれからの展望」『現代社会文化研
究』                             二〇一二年十二月  
泊功「夏目漱石『満韓ところどころ』における差別表現と写生文」『函館工業高等学専門学
校紀要』四十七号                           二〇一三年 
Kimberly  Kono「From the Nikutai to the kokutai:Nationalizing the Maternal Body in 
Ushijima Haruko’s “Woman”」『日米女性ジャーナル』      二〇一三年四十五号 
北田幸恵「特集読み物 牛島春子の文学からみた「満洲」 満洲文学の代表作品から満洲国
国民の心情をさぐる」 『歴史読み本』               二〇一三年八月 
三木紀人「野田宇太郎と宮尾登美子、そして牛島春子」『野田宇太郎顕彰会会報』二十二号                             
二〇一五年掲載予定 
 
 
